
解説

　単なる手術の総件数のみならず，手術の技術度による評価を加えるものです。
　手術の技術度については外科系学会社会保険委員会連合(外保連)が試案として５段階で発表
しています。この技術度は専門分野の学会ごとに設定されているため，他分野との直接比較はで
きません。そのため，全体数とはせずにＭＤＣ（診断群分類）別に手術件数を評価します。
　単に手術件数のみでなく，大学病院の「最後の砦」機能として，技術度の高い手術をより多く
行っていることを評価するものです。

実績

自己点検評価

過去6年における最大の値です。

定義

外科系学会社会保険委員会連合(外保連)「手術報酬に関する外保連試案（第９．２版）」「内視鏡
手術試案（第１．３版）」において技術度D，E に指定されている手術の件数。
１手術で複数のK コードがある場合は，主たる手術のみの件数とします。
レセプト算定ベースで算出し，外保連試案第９．２版に準拠しています。
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